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初
日
の
出
版
記
念
講
演
で

は
、
生
態
学
会
参
加
者
や
地
域

１ 

               

猿
飛
の
渡
船
で
狭
い
河
道
を

進
む
と
視
界
は
開
け
、
激
し
い

水
の
反
響
音
が
聞
こ
え
て
く

る
。
二
段
滝
で
あ
る
。
岩
壁
に
よ

っ
て
隔
絶
さ
れ
、
山
側
を
迂
回

す
る
探
勝
路
か
ら
は
存
在
す
ら

気
付
か
な
い
。
一
九
八
八
年
の

豪
雨
で
上
段
の
岩
盤
が
剥
が
れ

落
ち
て
一
段
に
な
っ
た
。
名
称

１ 

  
 

         

住
民
ら
十
六
人
が
、
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
出
版
の
意
義
や
苦
労
話
に

聞
き
入
っ
た
。
星
野
教
授
は
「
大

学
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
の
詳

し
い
人
た
ち
と
の
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
良
い
本
が
出
来
上
が
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。 

 

二
日
目
の
ツ
ア
ー
に
は
二
十

一
人
が
参
加
。
正
面
口
か
ら
黒

淵
ま
で
、
地
図
に
記
載
さ
れ
た

樹
木
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
歩

い
た
。「
位
置
が
正
確
に
落
と
し

込
ま
れ
、
ガ
イ
ド
の
際
の
参
考

１ 

   

と
実
態
と
が
合
わ
な
く
な
っ
た

が
、
浸
食
作
用
が
進
行
し
て
い

る
の
を
示
す
貴
重
な
場
所
だ
。 

   

別
称
が
多
い
。
滝
の
後
ろ
へ

入
ら
れ
る
の
で
「
裏
見
（
う
ら

み
）
滝
」、
地
元
で
は
「
百
々
（
ど

う
ど
う
）
滝
」「
ど
ん
ど
ん
滝
」

１ 

     

に
な
る
」
と
好
評
だ
っ
た
。
本
宮

炎
理
事
長
は
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は

活
用
し
て
こ
そ
価
値
が
出
る
」
と

期
待
を
込
め
て
い
る
。 

 
 
 
◇
 
 
 
◇

 

   

無
印
良
品
・
さ
ん
け
ん
の
協
業

ツ
ア
ー
が
五
月
二
十
日
、
二
十
一

人
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
苔
や
草

花
を
観
察
し
な
が
ら
歩
い
た
。
募

集
は
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。 

さ
ん
け
ん
正
会
員
の
河
内
佑

真
さ
ん
の
紹
介
で
始
ま
っ
た
企

画
で
、
都
市
と
地
域
の
関
係
づ
く

り
が
目
的
。
次
回
は
七
月
二
十
一

日
の
「
お
父
さ
ん
の
た
め
の
三
段

峡
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」
。
今
年

は
計
四
回
を
予
定
し
て
い
る
。 

    

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
名
勝
指
定
考

査
員
の
国
府
犀
東
は
、
即
吟
の
漢

詩
の
中
で
「
水
晶
簾
（
す
い
し
ょ

う
れ
ん
）」
と
詠
っ
て
い
る
。 

 

「
裏
見
」
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

岩
肌
を
流
れ
落
ち
な
い
峡
内
で

は
珍
し
い
タ
イ
プ
の
滝
だ
。
横
川

川
の
清
流
の
す
べ
て
を
空
中
に

放
出
し
て
淵
に
落
と
す
爽
快
さ

が 

 

     
 

             

特
例
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

三

段
峡
―
太
田
川
流
域
研
究
会
の

二
〇
一
九
年
度
総
会
が
五
月
二

十
九
日
、
三
段
峡
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
た
。
一
八
年
度
の
活
動
報
告
と

決
算
、
新
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
が
承
認
さ
れ
た
。
正
・
賛
助
会 

    

に
、
ひ
と
と
き
疲
れ
を
忘
れ
る
。 

   

来
峡
者
が
戦
前
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
た
三
二
年
秋
、
葭
ヶ
原
の
羽

田
山
荘
で
、
県
主
催
の
三
段
峡
開

発
座
談
会
が
開
か
れ
た
。
自
治
体

関
係
者
や
学
校
長
ら
出
席
者
二

十
人
の
中
に
、
熊
南
峰
と
斎
藤
露 

    

「
鳥
の
合
唱
を
聞
き
な
が
ら

歩
く
会
」
が
五
月
十
八
日
、
さ
ん

け
ん
メ
ン
バ
ー
七
人
が
参
加
し

て
恐
羅
漢
山
の
麓
で
開
か
れ
た

＝
写
真
。
午
前
五
時
、
牛
小
屋
高

原
駐
車
場
に
集
合
、
賛
助
会
員

の
上
野
吉
雄
さ
ん
が
講
師
に
な

っ
て
、
鳴
き
声
の
特
徴
や
名
前 

     

員
数
は
三
十
七
人
増
え
て
九
十

二
人
に
な
っ
た
。
予
算
に
五
周

年
記
念
事
業
の
積
立
金
を
計
上

し
た
。 

 

本
宮
炎
理
事
長
は
あ
い
さ
つ

で
「
活
動
が
充
実
し
、
成
果
が
あ

が
っ
て
い
る
。
町
内
外
の
組
織

１ 

   

翠
も
い
た
。 

猿
飛
の
渡
船
だ
け
で
は
混
雑

時
に
客
を
さ
ば
き
切
れ
な
い
と

し
て
、
道
や
橋
の
新
設
案
が
議

論
さ
れ
た
。
南
峰
は
「
峡
の
神
秘

を
汚
す
」
と
、
頑
な
に
反
対
し

た
。
今
、
船
上
の
人
達
へ
か
け
が

え
の
な
い
贈
り
物
が
残
さ
れ
て

い
る
。 

 
 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

    

な
ど
を
解
説
し
た
。 

 

「
五
月
の
早
朝
は
鳥
が
よ
く
鳴

く
」
と
上
野
さ
ん
。
木
漏
れ
日
が

差
し
込
む
、
透
き
通
っ
た
空
気
に

オ
オ
ル
リ
や
ク
ロ
ツ
グ
ミ
な
ど

十
四
種
類
の
賑
や
か
な
さ
え
ず

り
が
響
い
た
。 

 

恐
羅
漢
山
は
さ
ん
け
ん
に
と

１ や
人
と
つ
な
が
り
、
特
例
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
取
得
、
組
織
の
基
盤
強
化

に
注
力
し
た
」
と
述
べ
た
。 

 

活
動
方
針
で
は
「
さ
ん
け
ん
の

理
念
を
指
針
に
し
て
研
究
を
深

め
、
基
礎
と
な
る
力
を
組
織
内
に

蓄
積
す
る
」
を
今
年
の
テ
ー
マ
に

据
え
た
。
さ
ら
な
る
会
員
の
獲
得

も
確
認
し
た
。 

      

っ
て
初
の
フ
ィ
ー
ル
ド
。
太
田
川

流
域
の
最
奥
部
、
植
生
が
保
た
れ

て
い
る
た
め
餌
が
豊
富
で
、
多
く

の
野
鳥
が
生
息
し
て
い
る
。 

     

一
般
社
団
法
人
日
本
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
工
業
会
中
国

四
国
支
部
が
五
月
二
十
五
日
、
三

段
峡
ホ
テ
ル
で
総
会
を
開
い
た
。 

総
会
誘
致
に
向
け
て
同
支
部

と
調
整
し
た
瀬
尾
淳
副
理
事
長

は
「
三
段
峡
を
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
会
議

な
ど
を
目
的
に
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

ト
ラ
ベ
ル
）
と
し
て
活
用
す
る
提

案
を
し
た
。
都
市
に
は
な
い
環
境

と
雰
囲
気
、
泊
ま
り
込
み
の
交
流

が
、
出
席
者
か
ら
高
い
評
価
を
得

た
」
と
話
す
。
翌
日
は
岡
尚
三
副

理
事
長
が
峡
内
を
案
内
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

や
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
鳴

き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

が
、
枯
葉
に
紛
れ
て
身
を

隠
し
、
姿
を
滅
多
に
見
せ

な
い
。
忍
者
の
風
情
だ
。 

 
 

ガイドブック生みの親  
星野 卓二さん 

  

岡山理科大学名誉教授（植物

系統分類学）。「他の地域の見本

となるような本にしたい」と、

「三段峡 樹木・景観ガイドブ 

ック」の編著を担った。樹木調査チームを編成

し、自らも何度となく足を踏み入れた。編集段

階では、デザイナーや印刷会社との調整など多

忙を極めた。スゲの専門家でガイドブックに群

落を記載し、新しい魅力の発見になった。 

水梨口から二段滝間の植生が、特にお気に入

りだ。「三段峡は手つかずの自然が残る貴重な

場所だ。このままの状態を保全して沢山の人に

訪れてほしい」と話す。       （炎） 

 

南
峰
と
歩
く 
 

㉒ 

二
段
滝
（
に
だ
ん
だ
き
） 

■
道
や
橋
の
新
設
阻
む 

■
清
流
を
空
中
へ
放
出 

 

滝
の
裏
か
ら
見
ら
れ
る
「
水
晶
簾
」 

   

▼
忍
者 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

梅
雨
は
カ
エ
ル
達
の
出

番
。
三
段
峡
の
モ
リ
ア
オ

ガ
エ
ル
は
、
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク 
 

一口メモ 

ク
シ
が
落
ち
て
い
く
水
面

よ
り
か
な
り
高
い
枝
に
卵

塊
を
産
み
付
け
る
の
が
特

徴
。
探
勝
路
を
歩
い
て
い

る
と
突
然
、
タ
ゴ
ガ
エ
ル 

ヤ
マ 

    

 

「
三
段
峡 

樹
木
・
景
観
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
出
版
記
念
事
業
が

五
月
十
二
日
と
十
三
日
の
両
日
、
三
段
峡
ホ
テ
ル
な
ど
で
開
か

れ
た
。
編
著
の
星
野
卓
二
岡
山
理
科
大
学
名
誉
教
授
の
講
演
と

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
し
た
峡
内
ツ
ア
ー
。
日
本
生
態
学
会
中

国
四
国
地
区
大
会
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
実
施
し
た
。 

   

早
朝
の
林 

さ
え
ず
り
響
く 

恐
羅
漢
山
麓 

野
鳥
の
合
唱
を
満
喫 

  

無
印
良
品
が
初
ツ
ア
ー 

二
〇
一
九
年
度
の
総
会
開
催 

「三
段
峡 
樹
木
・景
観
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」出
版
記
念
講
演
＆
ツ
ア
ー 

星
野
名
誉
教
授 
「地
元
の
協
力
で
良
い
本
完
成
」 

 

「
基
礎
力
を
組
織
に
蓄
積
」 

三
段
峡
ホ
テ
ル
へ 

法
人
の
総
会
誘
致 

歩く会 

 

星野氏(左)の説明を聞くツアー参加者 
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